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数学の楽しさを
実感させる
数学教育の創出

単位時間の役割に応じた指導の在り方



◆単元の指導コンセプトを明らかにした
単元指導構想図の作成

指導コンセプトが反
映されている部分を
矢印でつなぐ

単元における指導コン
セプトを明確にする。



◆単位時間の役割に応じた指導の工夫

単位時間の役割の捉え
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単元指導構想図をもとに各単位時
間の役割をきめだす。

例：技能の定着を主としながら
「数学的な見方や考え方」も育む時間



◆単位時間の役割に応じた指導の工夫

指導コンセプトに基づき、本時の役割を決めだす

２ Ｃｂ 【ねらい】定義の形である２次方程式の左辺が因数分解できることに気付き，

AB＝０ならば A＝０または B＝０と考えることで，１元２次方程式を２つの

１次方程式として帰着させて，解を求めることができる。 
因数分解による解き

方（１） 

１．本時の役割について 

 本時は，前時に文字に値を順番に代入することで解を求めたが，この方法では非常

に手際が悪いことから，形式的な式操作によって解を求める場面である。この２次方

程式の解法で大切にしたいことが，連立方程式の単元において大切にしてきた「１つ

の文字を消去して１元１次方程式に帰着させる」という考え方をもとにして，「次数を

減らして１元１次方程式に帰着させる」という見通しをもたせることである。本時は

その第１時として，因数分解によって１次式の積に変形することで，どちらか一方の

因数が０であれば等式が成り立つということに気付かせ，１元１次方程式に帰着させ

ることを大切にする。よって，「数学的な見方や考え方」に重きを置いた授業展開を考

えることとする。 

２．役割に応じた指導について 

１．形式的な式操作で解が求められることを理解する場 

前時学習した，代入して解を求めることを確認する中で，この方法では合理的ではな

いことから課題化をする。その中で，すでに因数分解してある２次方程式とそうでない

ものを比較する中で，因数分解してあるものの因数のどちらか一方が０であれば，等式

が成り立つことに気付かせる。 

２．１元１次方程式に帰着することのよさを実感させる場 

１元２次方程式を２つの１元１次方程式に帰着させる中で，連立方程式の単元におい

て大切にしてきた「１つの文字を消去して１元１次方程式に帰着させる」という考え方

とつなげて考えさせる中で，２次方程式の解法では「次数を減らして１元１次方程式に

帰着させる」という発想ができるようにする。 

３．実践を終えて 

 ＡＢ＝０を成り立たせるのは，かける数や式（Ｂ）かかけられる数や式（Ａ）のどち

らかが０ということを，小学校の学習と関連付けて気付かせることができた。さらに，

１次方程式に帰着すればよいことを，問題をくり返し解く中で，何度も確かめ，既習の

方程式や，今後につながるようにすることができた。 
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〈問題提示〉  

前橋市に住んでいるAさんは，アメリカのサンフランシス

コ市に住むことになりました。気候のちがいを調べるため

に，年平均気温を比べたら，どちらも14.2℃でした。このこ

とから，気候の様子は同じと言えるでしょうか。（教科書Ｐ

252） 

・年平均気温が同じというだけで，気候のようすが同じである

と決定づけるのは乱暴ではないか。 

・それぞれの都市の月平均気温の分布の様子も比べてみたい。 

前橋市とサンフランシスコ市は同じ気候といってよいか？ 

〈個人追究・全体交流〉 

・年平均気温は同じ

だが，月平均気温

のちらばり方に

違いがある。 

・前橋市は 3.0℃～ 

27.0℃ぐらいまでの間にちらばっている。 

・ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ市は 7.0℃～19.0℃ぐらいの間にかたまっている。 

・前橋市の気候の特徴として，年間の気温の差が大きい。 

・ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ市の気候の特徴は，年中を通して気温差が小さい。 

○ 「範囲」の意味と求め方を教科書で確認する。 

・前橋市の範囲は 22.8℃で，ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ市の範囲は 8.2℃。 

・範囲は大きく違う。 

平均値だけではつかめない資料の傾向を読み取るために

は，平均値とちらばり具合（範囲）を組み合わせるとよい。 

〈知識・理解の活用〉 

○ 教科書 P.253Q3 を使って理解を深める。 

 

・１年後の木の高さの平均値は 109cm，範囲は 18cm 

・２年後の木の高さの平均値は 119cm，範囲は 25cm 

・全体的に伸びていることが平均値から分かる。また，範囲の

違いは，成長に個体差があるということを表している。 

・ちらばり具合を表す数値「範囲」と平均値とを組み合わせる

ことで，平均値からだけでは読み取れない資料の傾向を読み

取ることができる。 

〈振り返り〉 

平均値がいつでも資料の傾向を表すわけではないことが

 

本時活用する既習内容 

・平均値の意味 

・度数分布表 

・度数分布多角形 

・これまでは主に資料の分類や

整理の仕方を学習してきた。

ここからはそれらの表現か

ら資料の傾向を読み取るた

めに学習になることを確認

する。 

１．調査活動を通して｢範囲｣の

必要性と意味を理解する。 

・「度数分布多角形の形(資料の

分布の様子)が全く異なるの

に年平均気温が同じなのはど

うしてか。」と問いかけ範囲の

必要性に気付かせる。 

２．実際の調査活動に生かす視

点づくり 

・「ちらばり具合(範囲)の違い

が，各都市の気候の傾向とど

のように結びつくのか。」と

問いかけ、具体的な場面にお

ける範囲の意味について理

解を深める。 

２．実際の調査活動に生かす視

点づくり 

・範囲を数値で求めることによ

り，数値でちらばり具合を簡

潔に表現し，捉えることがで

きることを理解する。ただ

し，数値化することにより分

布の形などの情報は失われ

ることについても気づかせ

る。 

 

◆単位時間の役割に応じた指導の工夫

学習した知識
を活用して
理解の定着を
図る時間を
十分とる。

Aｃ型の展開例



◆単位時間の役割に応じた指導の工夫

・身に付けさせる技能を明確にすること
・技能を活用する力を育むための問いをもつこと
・技能の定着を図るための時間を確保すること

例．Ｂｃの授業で大切にしたいこと

①解決の糸口を明確
にした課題化
・「解く」とはどういうこ
とか
・どのように変形すれ
ばよいのか



◆単位時間の役割に応じた指導の工夫

・身に付けさせる技能を明確にすること
・技能を活用する力を育むための問いをもつこと
・技能の定着を図るための時間を確保すること

例．Ｂｃの授業で大切にしたいこと

②なぜその等式の性
質を使のか，根拠を
問い，性質を選択す
る見方を育む



◆単位時間の役割に応じた指導の工夫

・身に付けさせる技能を明確にすること
・技能を活用する力を育むための問いをもつこと
・技能の定着を図るための時間を確保すること

例．Ｂｃの授業で大切にしたいこと

③②を踏まえた上で，十分な練習問題の時間を確保する。


